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平成 30年 11月６日 

各  位 

会 社 名 双 葉 電 子 工 業 株 式 会 社 

代 表 者 代表取締役社長  高  橋  和  伸 
（コード番号 ６９８６ 東 証 第 一 部） 

問 合 せ 先 
執 行 役 員  

中 村  正 行 
業務管理本部長  

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ４ ７ ５ （ ２ ４ ） １ １ １ １ 

台湾子会社の固定資産の譲渡および特別利益の計上に関するお知らせ 

当社の台湾子会社である台湾双葉電子股份有限公司は、所有する固定資産(遊休資産)について、下記のとお

り譲渡することを本日決定いたしましたのでお知らせいたします。また、特別利益の計上について、併せてお

知らせいたします。 

記 

１．台湾子会社の概要 

（１）会社名 台湾双葉電子股份有限公司 

（２）所在地 台湾高雄市 

（３）資本金 1,727百万 NT$(約 8,388百万円) 

（４）代表者 董事長 岩瀬 広幸 

（５）当社出資比率 100% 

 

２．譲渡の理由 

経営資源の有効活用による資産の効率化を図るため、台湾双葉電子股份有限公司が保有する遊休資産の

譲渡を行うものです。 

 

３．譲渡資産の内容 

資産の名称および所在地 譲渡価額 帳簿価額 譲渡益(概算) 現況 

台湾双葉電子股份有限公司

Ｆ棟(台湾高雄市) 

171,689千 NT$ 

(約 651百万円) 

10,176千 NT$ 

(約 38百万円) 

161,513千 NT$ 

(約 612百万円) 

遊休資産 

(建物・構築物) 

（注）譲渡益は、譲渡価額から帳簿価額および譲渡に係る諸費用の見積額を控除した概算額です。 

 

４．相手先の概要 

譲渡先につきましては、台湾国内の事業法人でありますが、譲渡先との契約等により公表を控えさせてい

ただきます。なお、譲渡先と当社との間には、資本関係、人的関係および取引関係はなく、また、関連当事

者にも該当いたしません。 
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５．譲渡の日程 

（１）契約締結日  平成 30年 11月 ９日（予定） 

（２）物件引渡日  平成 30年 12月 10日（予定） 

 

６．今後の見通し 

当該固定資産の譲渡に伴い、平成 31 年３月期第３四半期連結決算において、約６億円を固定資産売

却益として特別利益に計上する見込みです。 

なお、本件は、本日公表の平成 31年３月期の連結業績予想に織り込み済みです。 

 

以上 


